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期
待
す
る
新
年
度
予
算
は

地
域
活
性
化
の
予
算
編
成

山
本
　
博 

議
員

　

特
別
会
計
を
含
む
予
算
総
額
は
、

前
年
対
比
11
億
円
減
で
あ
る
が
、

地
域
経
済
に
影
響
し
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　　

影
響
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
の
引
上
げ
が
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
他
に
料
金
引
上

げ
は
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
延
期
は

で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
費
、
し
尿
処
理
・

浄
化
槽
汚
泥
の
手
数
料
、
公
共

施
設
使
用
料
の
一
部
を
、
引
上
げ
予
定

で
す
。　

不
況
の
中
で
国
民
健
康
保
険
に

２
億
円
の
基
金
は
必
要
か
。
国
民

健
康
保
険
税
は
県
内
一
高
い
が
引
下
げ
る

べ
き
で
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　　

検
討
し
ま
す
。

　

雇
用
対
策
の
た
め
に
大
規
模
修

繕
事
業
等
は
、
可
能
な
限
り
工
事

発
注
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　　

村
内
企
業
に
対
す
る
工
事
発

注
等
を
可
能
な
限
り
優
先
的
・

積
極
的
に
行
い
、
村
内
企
業
の
活
性
化

や
雇
用
の
維
持
・
確
保
を
図
り
ま
す
。

村
の
財
政
見
通
し
は
ど
う
か

　　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗
は
、

25
年
に
は
村
債
残
高
が
1
3
0
億

円
を
下
ま
わ
る
予
定
で
す
が
、
毎
年
の
返

済
額
が
問
題
で
は
な
い
か
。

　

公
債
費
の
負
担
軽
減
と
し

て
、
民
間
資
金
に
よ
る
借
換
え

等
、
手
法
や
効
果
に
つ
い
て
見
極
め
た

い
。
元
金
償
還
と
新
規
起
債
発
行
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
安
定
的
運
用
に
努
め

ま
す
。　

総
合
計
画
の
評
価
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　　

各
分
野
と
も
着
実
に
進
ん
で

い
ま
す
。

　　

政
策
実
行
の
為
の
予
算
配
分
は

充
分
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
。
村

の
重
点
施
策
へ
の
予
算
配
分
は
過
去
3
年

間
、
2
％
台
で
あ
っ
た
。
近
隣
自
治
体

は
農
業
費
だ
け
で
も
10
％
程
の
予
算
配
分 

を
し
て
い
る
が
、
産
業
振
興
を
重
点
施
策

と
す
る
計
画
に
お
い
て
、
現
状
を
い
か
に

捉
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　　

社
会
情
勢
や
国
の
行
財
政
改

革
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
環
境

に
あ
り
ま
す
。
全
体
の
予
算
編
成
を
考

慮
し
、
十
分
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、

適
切
な
予
算
措
置
に
努
め
ま
す
。
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▲住民に信頼される行政を目指して
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A5A6A7 Q6Q7村
消
防
団
員
の
確
保
に
期
待
す
る

　

消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て
、

村
当
局
・
各
分
団
で
も
努
力
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
苦
労
さ
れ
て
い

る
と
聞
き
ま
す
。

　

火
事
・
地
震
・
水
害
等
に
お
け
る
消
火
・

誘
導
･
救
助
な
ど
何
か
に
つ
け
て
、
村
内

各
消
防
団
に
は
お
世
話
を
い
た
だ
く
こ
と

に
村
民
は
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

消
防
演
習
等
広
く
村
民
の
目
に
触
れ
る

よ
う
、
広
報
に
力
を
入
れ
、
ま
た
待
遇
面

の
向
上
な
ど
、
様
々
な
方
策
で
団
員
の
確

保
が
で
き
る
よ
う
期
待
を
し
ま
す
が
、
村

当
局
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

　

消
防
団
の
定
数
を
4
2
0
名

に
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

後
の
努
力
に
よ
り
減
少
傾
向
に
歯
止
め

が
か
か
り
、
現
在
3
7
4
名
ま
で
増
え

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
団
員
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化

が
進
み
、
日
中
の
火
事
等
に
出
動
で
き

る
団
員
の
確
保
が
困
難
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
村
と
し
て
は
村
民
の
期
待

に
応
え
る
団
員
確
保
に
向
け
村
全
体
で

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

山谷　　仁 議員
（新志会）　　　

元村地域に交番所必要

村と自治会との連携で

　

元
村
地
域
（
元
村
9
自
治
会
）

に
は
村
の
人
口
の
約
三
分
の
一
、

1
7,
0
0
0
人
が
住
ん
で
お
り
、
近
年
、

特
に
交
通
量
も
増
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

滝
沢
小
・
中
学
校
1,
3
0
0
人
の
児
童
・

生
徒
が
通
学
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
牧
野
林
地
区
に
新
し
い
大
型

団
地
も
開
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住

民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
為
こ
の
地

域
の
中
心
部
に
交
番
所
を
設
置
し
て
欲
し

い
と
元
村
９
自
治
会
よ
り
連
名
で
要
望
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
村
と
し
て
も
自

治
会
・
住
民
と
連
携
し
て
要
望
し
て
い
く

考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

　

本
村
に
お
け
る
地
域
住
民
か

ら
の
交
番
所
駐
在
設
置
要
望
は
、

元
村
地
域
の
ほ
か
、
I
G
R
滝
沢
駅
付

近
・
I
G
R
巣
子
駅
付
近
へ
の
新
設
又

は
移
設
要
望
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
滝
沢
小
・
中
学
校
区
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
年
「
滝
沢
小
・
中
学
校

区
子
供
み
ま
も
り
会
」
が
発
足
さ
れ
、

地
域
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

村
・
地
域
・
自
治
会
と
連
携
し
て
地
域

交
番
所
設
置
に
向
け
て
各
種
機
会
を
捉

え
、
粘
り
強
い
要
望
を
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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▲大型団地開発が進む元村地域
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村政を問う　会派代表質問（新 志 会）


